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吹田市第３次環境基本計画素案 新旧対応表 
№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

1 第1章 計画の基本的事項 

1 はじめに 

本市では、… 

…平成 30 年（2018 年）9 月には市の最上位計画である「吹田市第 4 次

総合計画」を策定し、市民 1 人ひとりが安心安全で豊かな生活を実感で

きる社会を築き、それを将来世代へ引き継ぐことができるまちづくりを

目指しているところです。 

第1章 計画の基本的事項 

1 はじめに 

本市では、… 

…平成 31 年（2019 年）4 月から市の最上位計画である「吹田市第 4 次

総合計画」がスタートし、まちの魅力や強みをさらに高めながら、確実

に将来世代へつなぎ、だれもが安心してすこやかで快適に暮らし続けら

れるまちづくりを目指しているところです。 

P1 

5 段落目 

3 行目～ 

5 行目 

（変更） 

2 （新設） （5）中核市移行を踏まえて 

本市は、令和 2 年（2020 年）4 月に中核市に移行することにより、事

務権限が強化され、府が行っている多くの事務を市が担うことになりま

す。これにより、市民に身近なところで行政を行うことができるように

なり、きめ細かな対応が可能となります。 
そのため、本計画では、府からの事務移譲が行われる業務について、新

たに得た権限を活用し、より行き届いたサービスを提供します。 

P5 

（追加） 

3 （新設） （7）フューチャー・デザイン 

「フューチャー・デザイン」とは、世代を超える未来に関わる課題に

対処し、持続可能な自然と社会を将来世代に引き継いでいくために、将

来世代の視点を取り入れて、社会の有り様をデザインする手法です。ヒ

ト（我々）は近視性や将来についての楽観性を有していることから、様々

な意思決定において現世代の利益を優先しがちになります。そこで、将

来ビジョン設計や政策検討の際に、将来人になりきった「仮想将来世代」

が将来人に代わってアイデアを出し合うことで、将来世代の利益も踏ま

えた政策推進や意思決定を行おうとするもの、それが「フューチャー・

デザイン」です。 
本計画では、本市と「大阪大学大学院工学研究科附属オープンイノベ

ーション教育研究センター（以下、「COiRE」という）※」が共同研究

しているこの「フューチャー・デザイン」で行ったワークショップにお

いて、将来世代の視点での市民意見を聴取しましたので、その内容を踏

まえ、本計画に反映しています。 

※本市と「COiRE」（「COiRE」の前身「大阪大学環境イノベーション

デザインセンター：CEIDS」）は、平成 25 年 1 月に連携研究に関する

確認書を締結し、様々な連携を行っています。 

P5 

（追加） 

（資料 2-3） 
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№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

4 5 計画の期間 

本計画の期間は、上位計画である「吹田市第 4 次総合計画」との整合を

図り、計画の初年度を令和 2 年度（2020 年度）、最終年度（計画目標年

度）を令和 10 年度（2028 年度）とします。 

また、市の環境や社会情勢の変化などに対応するため、取組成果や進捗

状況の評価を行い、必要に応じて見直しを行います。 

5 計画の期間 

本計画の期間は、上位計画である「吹田市第 4 次総合計画」との整合

を図り、計画の初年度を令和 2 年度（2020 年度）、最終年度（計画目標

年度）を令和 10 年度（2028 年度）とします。 

また、市の環境や社会情勢の変化などに対応するため、取組成果や進捗

状況の評価を行い、「吹田市第 4 次総合計画」の更新時等に必要に応じ

て見直しを行います。 

P6 

（変更） 

5 （新設） 

 

P7 

（追加） 

6 第 2 章計画の理念・目標 

1 基本理念 

（新設） 

第 2章計画の理念・目標 

1 基本理念 

※2 「吹田市地球温暖化新実行計画 すいたんの CO₂大作戦」（平成 23

年(2011 年)3 月策定）において提唱した言葉 

P8 

下から 

2 行 

（追加） 

7 4 目標 

望ましい環境像を実現するための「分野横断的戦略 」と「 分野別基

本目標 」を以下のとおり設定します。 

4 重点戦略と分野別目標 

望ましい環境像を実現するため、総合的かつ分野横断的な視点で重点

的に取り組む「重点戦略」（はぐくむ、まもる、そなえる）と本市の環

境課題の解決に向けた「分野別目標」（エネルギー、資源循環、生活環

境、みどり・自然共生、都市環境）を設定します。 

 

P9 

（変更） 
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№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

8  

 

 

P10 

（変更） 
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№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

9 

 
 

P11 

（変更） 

10 （新設） 

 

P12 

（追加） 
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№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

11 

 

（削除） P46 

第 5 章へ

変更 
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№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

12 第 3 章 目標達成に向けた分野横断的戦略 

 

1 分野横断的戦略の位置づけ 

環境に関する 課題は、分野をまたがる複合的な解決が求められる場合も

多いため、特定の施策が複数の異なる課題を統合的に解決するような、

横断的な戦略を設定することで、施策をより効果的に推進していく必要

があります。 

そこで、3 つの 分野横断的戦略 を設定し、全庁的な推進体制のもとで

優先的に取 り 組んでいくべき主要な戦略として位置づけます。 分野横

断的戦略は、 成果目標に関する指標と行動目標に関する指標をそれぞれ

定め、 点検・評価によって取組成果の確実な積み重ねを図ります。 

 

2 分野横断的戦略選定の視点 

分野横断的戦略は、以下の視点で選定します。 
○ 市特有の環境課題の解決に大きく貢献する 
エネルギー消費量、ごみの排出量の削減及び生物多様性の保全など、市

の特性に起因する環境課題 やヒートアイランド現象といった都市部特

有の環境課題 の解決を具体的に進めていくもの 
○ 様々な主体による取組と連携・協働を促す 
市民や事業者などの関連各主体による主体的な取組と連携・協働を促進

し、計画の取組全体の底上げを図っていくもの 
○ 中長期的な取組を展 開する 
計画期間にとらわれず、将来にわたって良好な環境を維持・保全してい

くという観点から、将来を担う人材育成などの土台づくりに貢献するも

の 

 

3 分野横断的戦略 

吹田市の環境施策を牽引する 3 つの分野横断的戦略を次のとおり設定し

ます。 

第 3 章 目標達成に向けた重点戦略 

 

重点戦略の位置づけ 
地球規模では、地球温暖化、海洋プラスチック等のごみ問題や生物多

様性の損失等の環境課題があり、本市においても、市域のエネルギー消

費量やごみの排出量の削減や生物多様性の保全等の同様の環境課題が

あります。また、気候変動の影響は顕著になりつつあり、その被害の回

避・軽減は重要であり、本市としてこれらの環境課題について、重点的

に取り組む必要があります。これらの環境課題を解決し、より良い環境

を将来世代へと引き継ぐためには、環境に貢献する人材・事業者育成や

様々な組織とのつながり等の仕組みが重要になります。 

そこで、本市の環境保全・創造の基盤となる人づくりや仕組みづくり

に重点的に取り組む「はぐくむ」、本市の環境課題を解決し、環境の保

全・創造を総合的に推進し、将来世代に良好な環境を引き継ぐための「ま

もる」、気候変動などの避けがたい影響に「そなえる」の視点で、各戦

略を定め、重点的に取り組みます。 

各戦略は、分野を横断し、総合的な視点で重点的に取組ために、達成

指標と活動指標をそれぞれ定め、点検・評価によって取組成果の確実な

積み重ねを図ります。 

また、各戦略と関連する SDGs の目標（ゴール）を整理し、SDGs の目

標の達成と併せて環境・経済・社会の統合的な向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

  
P13 

（変更） 
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№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

13 （新設） 

 

     
 

P13 

図（追加） 

14 （新設） 

 

P14 

（追加） 

人・仕組みをはぐくむことで、効果的に本市の環境をまもり、さらに地球規模の変化にもそなえる 

重点戦略の体系図 
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№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

15 重点戦略Ⅰ｜はぐくむ 

 

目標 
「もったいない」活動の基盤となる人・組織・仕組みづくり 

重点戦略Ⅰ｜はぐくむ 

 

目標 
環境保全・創造の基盤となる人・組織・仕組みをはぐくむ 

P15 

（変更） 

16 達成目標を実現するための活動目標 

 

達成目標を実現するための活動目標 P15 

（変更） 

17 目的 

 

より良い環境を将来世代へと引き継ぐためには、持続可能な社会をつ

くることが大切です。そのためには、市民・事業者のそれぞれが地域の

環境と自らの行動との関係性を正しく理解し、自主的・積極的に環境保

全活動を実践することが重要です。 
持続可能な社会に貢献する人材・事業者を“はぐくむ”ために、ライ

フスタイル及びビジネススタイルの転換※に向けた取組を推進します。

また、これらの取組を市民・市民団体・事業者が連携して実施すること

でつながりを“はぐくむ”とともに、他の自治体とのつながりも“はぐ

くむ”ことで、より良い地域環境を“はぐくむ”ことを目指します。 

 

※都市部（消費地）として市民が賢い選択を行うなどの環境意識の向

上（SDGs の目標「つくる責任つかう責任」） 

目的 

 

より良い環境を将来世代へと引き継ぐためには、持続可能な社会をつ

くることが大切です。そのためには、市民・事業者のそれぞれが地域の

環境と自らの行動との関係性を正しく理解し、自主的・積極的に環境保

全活動を実践することが重要です。また、これからは、SNS（※1）や

国際的な視点を取り入れた情報提供等のグローバルで多様な社会に対

応した取組も重要になります。 
上記を踏まえながら、持続可能な社会に貢献する人材・事業者を“は

ぐくむ”ために、ライフスタイル及びビジネススタイルの転換（※2）

に向けた取組を推進します。また、これらの取組を市民・市民団体・事

業者が連携して実施することでつながりを“はぐくむ”とともに、他の

自治体とのつながりも“はぐくむ”ことで、より良い地域環境を“はぐ

くむ”ことを目指します。 

※1 ソーシャルネットワーキングサービスの略 

※2 都市部（消費地）として市民が賢い選択を行うなどの環境意識

の向上（SDGs の目標「つくる責任つかう責任」） 

P16 

（変更） 
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№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

18 施策の柱と具体的施策 

◆持続可能なライフスタイルを実践する人材を“はぐくむ” 

 

① 環境教育等促進法に基づく環境教育の充実       （指導室） 

② エコスクール活用簿を活用したエコスクールの推進  （指導室） 

③ 環境に関する啓発活動及びイベント等の開催  （環境政策室） 

④ 地域において環境保全活動を担う人材の育成  （環境政策室） 

⑤ 木育の推進     （環境政策室、保育・教育を所管する室課） 

⑥ 地域における環境学習の推進        （まなびの支援課） 

 

…（略） 

施策の柱と具体的施策 

◆持続可能なライフスタイルを実践する人材を“はぐくむ” 

 

① 学校での環境教育の推進                 （指導室）

② 環境に関する啓発活動及びイベント等の開催（環境政策室、指導室） 
③ 地域において環境保全活動を担う人材の育成      （環境政策室） 

④ 木育の推進       （環境政策室、保育・教育を所管する室課） 

⑤ 地域における環境学習の推進            （まなびの支援課） 

 

…（略） 

 

P16 

（変更） 

19 

 

◆環境に配慮したビジネススタイルに取り組む事業者を“はぐくむ” 

 

①  環境マネジメントシステムの導入促進 

               （環境政策室、地域経済振興室） 
② 環境配慮行動に関する啓発活動の推進                          

（環境政策室） 
③ 計画書制度の導入などの事業者に向けた取組の推進       

（環境政策室） 
④ 事業者の環境意識向上に向けた啓発・取組推進  

（環境政策室、地域経済振興室） 

◆環境に配慮したビジネススタイルに取り組む事業者を“はぐくむ” 

 

① 環境マネジメントシステムの導入促進 
                  （環境政策室、地域経済振興室） 
②  環境配慮行動に関する啓発活動の             （環境政策室）

③  事業者に向けた事業活動転換の促進策の検討・推進（環境政策室）

④  事業者の環境意識向上に向けた啓発・取組推進  

             （環境政策室、地域経済振興室）

 

P16 

（変更） 

20 重点戦略Ⅰ｜まもる 

 

目標 
環境価値の保全 

重点戦略Ⅰ｜まもる 

 

目標 
良好な環境をまもる 

P17 

（変更） 
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№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

21 重点戦略の達成指標 

 

 

重点戦略の達成指標 

 

 

P17 

（変更） 

22 達成目標を実現するための活動目標 

 

 
 

達成目標を実現するための活動目標 P17 

（変更） 
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№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

23 目的 

 

地球温暖化に伴う気候変動の影響は、豪雨災害や熱中症被害等、様々

な分野で顕在化しており、今後も長期にわたりその影響が拡大するおそ

れがあります。また、海洋プラスチック問題をはじめとしたごみ問題が

国際的に取り上げられており、吹田市としてもごみの削減に取り組む必

要があります。 

一方、吹田市は、豊かなみどりが生み出す良好な住環境が魅力の一つ

ですが、近年の宅地開発等によりみどりの量は減少傾向にあります。こ

のことは、良好な住環境だけでなく、生物多様性も将来的に失われる可

能性があると考えられます。 

市民の安全と健康、そして未来の環境を“まもる”ため、エネルギー

や資源、自然との共生を大切にするライフスタイルを構築し、将来世代

へ良好な環境をつなぎます。 

目的 

 

地球規模の問題である海面上昇など様々影響を各地に及ぼす「地球温

暖化」や海洋プラスチックをはじめとした「ごみ問題」、外来種等が要

因となる「生物多様性の損失」といった地球規模の問題が国際的に取り

上げられており、本市においても、市域のエネルギー消費量やごみの排

出量の削減、生物多様性の保全等を進めてなければならない同様の環境

課題に直面しています。 

このような地球規模の環境課題である「地球温暖化」や「ごみ問題」、

「生物多様性の保全」については、例えばプラスチックごみを焼却処理

することで地球温暖化につながる温室効果ガス排出量が増加するとい

う風に相互関連しています。このため、本市においても、これらの環境

課題について、地球環境を“まもる”ために重点的に取り組む必要があ

ります。 

本市がこれらの環境問題の解決への取組を推進し、エネルギーや資

源、自然との共生を大切にするライフスタイルを構築し、総合的な視点

をもって今ある環境を“まもる”ことにより、将来世代へ良好な環境を

引き継ぎます。 

P18 

（変更） 

24 

 

施策の柱と具体的施策 
◆市民にとっての憩いの空間を“まもる” 

 

① 生物多様性の保全に係る啓発活動       （環境政策室） 
② 公園・街路樹の整備及び管理、緑化の推進、緑地の保全  

（公園みどり室、道路室、環境政策室） 
③ 水辺空間の保全                      （水循環室） 
④ 特定外来種の防除        （地域環境課、環境政策室） 

 

施策の柱と具体的施策 
◆市民にとっての憩いの空間を“まもる” 

 

① 生物多様性の保全に係る啓発活動        （環境政策室） 
② 公園・街路樹の整備及び管理、緑化の推進、緑地の保全  

（公園みどり室、道路室、環境政策室） 
③ 水路等の清掃による環境保全           （水循環室） 
④ 特定外来生物の防除        （地域環境課、環境政策室） 

 

P18 

（変更） 

25 重点戦略Ⅲ｜そなえる 

 

目標 
気候変動による影響への適応 

 

重点戦略Ⅲ｜そなえる 

 

目標 
気候変動による影響にそなえる 

 

P19 

（変更） 
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№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

26 重点戦略の達成指標 

 

 
 

 

重点戦略の達成指標 

 

 
 

 

P19 

（変更） 

27 達成目標を実現するための活動目標 

 

 

達成目標を実現するための活動目標 

 

P19 

（変更） 

28 ◆気候変動“そなえる” 

 

①防災意識の向上への取組推進         （危機管理室） 
②節水意識の向上への啓発活動        （水道部総務室） 
③防災拠点への自立・分散型エネルギー設備導入 
       （危機管理室、環境政策室、施設を所管する室課） 
④大雨時の浸水防止のための整備推進       （水循環室） 

◆気候変動“そなえる” 

 

① 防災意識の向上への取組推進           （危機管理室）

② 応急給水体制の向上への取組推進       （水道部総務室）

③ 防災拠点をはじめとした公共施設における大規模災害時の自立・分

散型エネルギー確保に向けた、再生可能エネルギーと蓄電池を組み

合わせた電源設備の導入推進 

（危機管理室、環境政策室、施設を所管する室課）

④ 大雨時の浸水防止のための整備推進        （水循環室）

 

 

P20 

（変更） 



13 

 

№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

29 ◆ヒートアイランド現象に“そなえる” 

 

① 建築物・道路・駐車場の高温抑制の推進（高反射性塗装、透水性・保

水性・遮熱性舗装等）及びクールスポットの創出 

（環境政策室、道路室、地域整備推進室、施設を所管する室課） 
② 公園・街路樹の整備及び管理、緑化の推進（屋上・壁面緑化、みどり

のカーテン等）、緑地の保全  （公園みどり室、道路室、環境政策室）

③ 熱中症対策及び啓発活動             （環境政策室） 

◆ヒートアイランド現象に“そなえる” 

 

③ 建築物・道路・駐車場の高温抑制の推進（高反射性塗装、透水性・

保水性・遮熱性舗装、駐車場緑化等）及びクールスポットの創出 

（環境政策室、道路室、地域整備推進室、施設を所管する室課） 
④ 公園・街路樹の整備及び管理、緑化の推進（屋上・壁面緑化、みど

りのカーテン等）、緑地の保全（公園みどり室、道路室、環境政策室）

③ ドライ型ミストなどによる熱中症対策及び啓発活動（環境政策室） 

P20 

（変更） 

30 （新設）  

 
 

P21 

（追加） 



14 

 

№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

31 第 4 章目標達成に向けた施策の展開 

 

本計画では、吹田市の環境像「みどりと水 光と風 楽しく共生し未来

につなげる 環境先進都市すいた」の実現に向け、5 つの基本目標（「エ

ネルギー」、「資源循環」、「生活環境」、「みどり・自然共生」、「都市環境」）

を具体化していくための施策と取組を定めます。 

第 4 章目標達成に向けた施策の展開 

 

本章では、本計画の効果的な推進に向けてそれぞれの目標毎に指標を示

すとともに主要な施策を具体的施策として列記し、その担当部署を明記

しています。また、これまでの取組の成果・課題や施策の方向性を整理

しています。 
指標には、目標値と達成年度を設定し、その進行管理に努めます。加

えて、目標ごとに指標の中から代表的なものを選定し、目標の達成状況

を表すための代表指標として設定しています。また、各目標と関連する

SDGs の目標（ゴール）を整理し、目標の達成と併せて環境・経済・社

会の統合的な向上を図ります。 

P23 

（変更） 

32 （新設） 

 

P23 

（追加） 



15 

 

№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

33 （新設） 

 

P24 

（追加） 



16 

 

№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

34 第 1 節エネルギー 

 

2 指標 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 節エネルギー 

 

2 指標 

 

P25 

（変更） 



17 

 

№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

35 3 施策の柱と具体的施策 

 

 
 

 

3 施策の柱と具体的施策 

 

 

P26 

（変更） 



18 

 

№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

36 第 2 節資源循環 

 

2 指標 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 節資源循環 

 

2 指標 

 

P29 

（変更・

追加） 



19 

 

№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

37 3 施策の柱と具体的施策 

 

3 施策の柱と具体的施策 

 
 

P30 

（変更・ 
追加） 



20 

 

№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

38 第 3 節生活環境 

 

2 指標 

 

第 3 節生活環境 

 

2 指標 

 

P33 

（変更・

追加） 



21 

 

№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

39 3 施策の柱と具体的施策 

 

3 施策の柱と具体的施策 

 

P34 

（変更・

追加） 



22 

 

№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

40 第 4 節みどり・自然共生 

 

2 指標 

 

第 4 節みどり・自然共生 

 

2 指標

 

P37 

（変更） 



23 

 

№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

41 3 施策の柱と具体的施策 

 

3 施策の柱と具体的施策 

 

P38 

（変更） 



24 

 

№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

42 4 現状（成果）と課題 

 

（1） 前計画における目標達成状況 

吹田市第 2 次みどりの基本計画に基づき、取組を着実に進めており、緑

あふれる未来サポーター制度（公園）及び緑化路線延長累計については

目標を達成しています。 
…（略） 

4 現状（成果）と課題 

 

（1） 前計画における目標達成状況 

吹田市第 2 次みどりの基本計画（改訂版）に基づき、取組を着実に進

めており、緑あふれる未来サポーター制度（公園）及び緑化路線延長累

計については目標を達成しています。 
…（略） 

P39 

（変更） 

43 6 これまでの特徴的な取組 

 

（3） 保護樹木・保護樹林の指定 

本市は、幹周りが 2ｍ以上などの基準を満たす古木、大木や樹林につい

て、所有者・管理者の同意を得て、保護樹木・保護樹林に指定していま

す。平成 30 年（2018 年）3 月末現在、保護樹木は 56 本、保護樹林は 3

か所です。 

6 これまでの特徴的な取組 

 

（3） 保護樹木・保護樹林の指定 

本市は、幹周りが 2ｍ以上などの基準を満たす大木や樹林について、所

有者・管理者の同意を得て、保護樹木・保護樹林に指定しています。平

成 30 年（2018 年）3 月末現在、保護樹木は 56 本、保護樹林は 3 か所

です。 

P40 

（変更） 

44 第 5 節都市環境 

 

 
 

 

第 5 節都市環境 

 

 

P41 

（変更） 
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№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

45 第 5 節都市環境 

2 指標 

 

第 5 節都市環境 

2 指標 

 

P41 

（変更） 

46 3 施策の柱と具体的施策 

 

2 施策の柱と具体的施策 

 

P42 

（変更） 



26 

 

№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

47 4 現状（成果）と課題 

（1） 前計画における目標達成状況 

市民向けの公共交通マップの作成・配布などの啓発取組によりコミュニ

ティバスの利用人数は年々増加傾向です。引き続き、すまいる条例や環

境まちづくり影響評価条例等の制度を積極的に運用し、効果的に誘導す

ることが必要です。一方で、移動経路のバリアフリー化率については、

増加傾向にあるものの、目標達成が厳しい状況となっています。バリア

フリー化については加速度的に取組を進める必要があります。 

4 現状（成果）と課題 

（1） 前計画における目標達成状況 

運行する地域における公共施設での時刻表の配布、PR 活動などの啓発

取組により、コミュニティバスの利用人数は毎年増加傾向です。引き続

き、すまいる条例や環境まちづくり影響評価条例等の制度を積極的に運

用し、効果的に誘導することが必要です。一方で、移動経路のバリアフ

リー化率については、増加傾向にあるものの、目標達成が厳しい状況と

なっています。バリアフリー化については加速度的に取組を進める必要

があります。 

P43 

（変更） 

48 （新設） （3） 都市環境分野における社会状況 

本市の人口は、近年、住宅用地の再整備を背景に増加し続けています。

今後も、千里ニュータウンの建て替えや新たな住宅建設により、当面の

間は人口が増加する見込みです。このような建て替えや新たな住宅建設

に伴う開発において、今後も環境に配慮した開発事業の誘導を行う必要

があります。 

P43 

（追加） 

49 6 これまでの特徴的な取組 

（3） 景観重点地区の指定 

本市では、市域全域を景観計画区域に指定しており、そのうち特に景

観まちづくりを進める必要がある地域などを、土地所有者の意見を聴い

たうえで景観形成地区に指定しています。 
景観形成地区では、建築物のデザインや色彩、敷際のしつらえなど地域

の特性に応じた基準を定めています。 

6 これまでの特徴的な取組 

（3） 景観重点地区の指定 

本市では、市域全域を景観計画区域に指定しており、そのうち特に重

点的に良好な景観の形成を図る必要がある地域などを、土地所有者の意

見を聴いたうえで重点地区に指定しています。 
重点地区では、建築物のデザインや色彩、敷際のしつらえなど地域の特

性に応じた基準を定めています。 

P44 

（変更） 

50 （4） すいすいバス（コミュニティバス）の運行と利用促進 

鉄道や民間バスが不便な地域の移動手段の確保等を目的としたコミュ

ニティバスで、千里丘地区（JR 千里丘駅、モノレール宇野辺駅など）を

循環運行しています。平成 23 年度（2011 年度）から本格的に運転が始

まり、現在は 2 ルート各 11 本/日（土日祝日は各 9 本/日）の運行頻度で

す。高齢者や小さな子どもも安心して乗車できるよう乗降口がノンステ

ップとなっており、車いす利用者も安心して利用できるようになってい

ます。 

（4） すいすいバス（コミュニティバス）の運行 

鉄道や路線バスなどの公共交通が不便で、鉄道駅からの高低差があ

り、移動が困難な地域における高齢者等の移動手段の確保等を目的とし

たコミュニティバスで、千里丘地区（JR 千里丘駅、モノレール宇野辺

駅など）を循環運行しています。 

平成 23 年度（2011 年度）から本格的に運転が始まり、現在は 2 ル

ート各 11 本/日（土日祝日は各 9 本/日）の運行頻度です。高齢者や小

さな子どもも安心して乗車できるよう乗降口がノンステップとなって

おり、車いす利用者も安心して利用できるようになっています。 

 

P44 

（変更） 
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№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

51 （5） レンタサイクル・自転車駐車場整備 

本市は、自動車利用から自転車利用への転換をすすめ、交通量の抑制

と温暖化防止に努めています。市内各駅に自転車駐車場を整備するとと

もに、市内の 7 つの駅で通勤・通学用にレンタサイクルを設置していま

す。平成 29 年度（2017 年度）のレンタサイクルの利用者数は延べ 876

人でした。 

（5） レンタサイクル・自転車駐車場整備 

本市は、自動車利用から自転車利用への転換をすすめ、交通量の抑制

と温暖化防止に努めています。市内各駅に自転車駐車場を整備するとと

もに、市内の 7 つの駅で通勤・通学用にレンタサイクルを設置してい

ます。平成 30 年度（2018 年度）のレンタサイクルの利用者数は延べ

714 人でした。 

 

P44 

（変更） 

52 第 5 章目標達成に向けた施策の展開 

 

（新設） 

 

第 5 章目標達成に向けた施策の展開 

 
 

P45 

（追加） 
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№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

53 （新設） 

 

 

P46 

（追加） 

54 （新設） 

 

 

P47 

（追加） 
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№ 変更前（旧） 変更後（新） 備考 

55 （新設） 

 

 

P48 

（追加） 

 


